
福島県生活基盤施設耐震化等事業計画
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目標と指標・数値目標の整合性が確保されている。

計画の名称：

事 業 体 名 ：

目標の妥当性

上位計画等との適合性

福島県水道整備基本構想と適合している。

地域の課題への対応（地域の課題と整備計画の目標の適合性）

地域の課題にあった目標となっている。

将来の維持管理コストを縮減する計画となっている。

計画の効果・効率性

整備計画の目標と定量的指標の整合性

事業実施のための環境整備が図られている。

地元の機運（当該事業に係る要望等）

整備地区について、地元との調整が整っており理解を得られている。

生活基盤施設耐震化等交付金チェックシート

事業の効果（要素事業の相乗効果等）の見込みの妥当性

充分な事業効果が確認されている。

事業連携等による相乗効果・波及効果が得られるものとなっている。

計画の実現可能性

円滑な事業執行の環境（用地取得の見通し、関連法手続きの見通し等）

整備地区については、用地取得や関連法手続きの見通しが立っている。

指標・数値目標と事業内容の整合性が確保されている。

目標及び事業内容と計画区域との整合性が確保されている。

定量的指標の明瞭性

指標・数値目標が県民にとって分かりやすいものとなっている。

目標と事業内容の整合性

目標と事業内容の整合性が確保されている。


